
令和６年度（2024年度）新規研究課題 
 

課題番号：R6-06 

課 題 名：新規就農者の営農計画管理技術習得を支援する手法の開
     発 

研究期間：令和６年～令和８年（2024年～2026年） 

研究担当：農林業技術部 経営高度化研究室 

 

１ 研究の背景 

山口県では新規就農者の確保・定着に注力しており、平成27年度以降毎 

年100名以上が就農している。しかし、本県の就農者の65％は経営未確立で

あり、早期に経営を確立できる支援体制整備が必要である。 

経営未確立の就農者は「経営管理技術に対する課題」を抱えている。 

経営管理の基本は「営農計画」であるが、営農計画を管理できるツールが

未整備のため、就農希望者は就農前研修において営農計画管理技術を習得す

ることができていない。 
 

２ 目的 

営農計画を作成・管理できるツールを開発することで、就農希望者が就 

農前研修において営農計画管理技術を習得できる環境を整備する。 
 

３ 研究内容 

（１）就農者が既存の経営指標や自身の経営データを整理し、営農計画を作

成・管理できるツールを開発する。 

（２）県立農業大学校の就農前研修において本ツールを活用し、研修生の反

応をみながら改良を重ねる。 
 

４ 研究のポイント 

（１）就農者が、研修で行う栽培実習のデータ（農業アプリで収集）から営

農計画を作成し、経営の方向性を検討できるツールを開発する。本ツー

ルを開発することで、自身の栽培実績をもとに営農計画を作成・管理で

きる技術の習得を支援することができる。 

（２）本ツールを活用した研修を行うことで、就農者は早い段階から営農計

画の重要性を認識でき、日常の営農活動から経営管理を意識することが

できる。 

（３）就農後に本ツールを用いて実績を登録すれば、計画と実績の差異を検

証できる。また、当該データを支援機関と共有すれば、支援機関は就農

者の経営実態をより正確に把握したうえで指導を行うことができる。 
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開発ツールの活用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究のポイント 

⚫ 開発したツールを活用することにより、就農者は自分の栽培実績をもとに営農計画を

作成・管理できる 

⚫ 就農者は早い段階から営農計画の重要性を認識できるようになる 

⚫ 開発したツールで記録した営農データを支援機関と共有すれば、支援機関は就農者の

経営実態をより正確に把握したうえで指導を行うことができる 

研修中：営農管理技術を十分 

習得できないまま就農 

就農後：経営確立に苦慮 

現状 

研修中：新たに開発した支援ツールで 

営農管理技術を習得 

就農後：早期経営確立を実現 

目指す姿 

①農業経営データを 

農業アプリで収集し 

経営指標形式に整理する 

②①で作った経営指標を 

開発したツールに取り込み 

営農計画を作成する 

③・②で作った計画通りに営農する 

・農業アプリを活用して 

農業経営データを記録し 

経営指標形式に整理する 

 

④・③で記録したデータを開発ツール 

に取り込み、②で作った計画との 

ズレを検証する 

・③で記録した実績データを基に 

支援機関から指導を受ける 

研究期間：R6-R8（2024-2026）    

研究担当：農林業技術部 経営高度化研究室 

PDCA サイクルに

より営農管理技術

の向上 


